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「つるぼー」

鶴居村は
「日本で最も美しい村」連合に

加盟しています

卒　園　式

入　園　式



令和３年５月号　２

令和３年度 鶴居村予算は
６１億９７０万円

■
歳
入

　

令
和
３
年
度
予
算
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
51
億
９
，０
０
０
万
円
で
あ
り
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
61
億
９
７
０

万
円
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
は
村
長
選
挙
の
年
で
あ
り
、
当
初
予
算
は
経
常

的
な
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
政
策
的
な
経
費
を
反
映
し
た
肉
付

け
後
の
６
月
補
正
後
予
算
と
の
比
較
で
は
、
２
億
９
，８
８
９
万
円
増
額
（
＋
５
．１
％
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
つ
る
い
未
来
創
造
プ
ラ
ン
（
第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
）
に

基
づ
い
て
、
子
育
て
環
境
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
や
定
住
化
の
促
進
な
ど
を
重

視
し
た
予
算
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出

　

村
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
入
湯
税
で
減
収
を
見
込
む
一
方
、
固
定
資

産
税
で
は
新
築
家
屋
建
設
や
農
業
関
連
施
設
等
設
備

投
資
に
よ
る
増
収
を
見
込
み
、
全
体
で
は
前
年
度
対

比
１
．２
％
増
額
の
３
憶
８
，４
６
５
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

　

歳
入
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、

国
の
計
画
等
に
基
づ
き
、
19
億
７
，６
２
６
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
・
道
支
出
金
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、
橋
や
住

宅
の
改
修
、
森
林
整
備
事
業
等
、
村
で
実
施
す
る
様
々

な
事
業
に
対
す
る
補
助
金
等
に
よ
り
、
５
億
３
，９

５
３
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
収
入
と
し
て
は
、
公
共
施
設
整
備
の
財
源

と
す
る
基
金
か
ら
の
繰
入
（
貯
金
の
取
崩
し
）
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
等
、
全
体
で
２
憶
９
，９
４

８
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

村
債
（
村
の
借
金
）
は
、
新
総
合
体
育
館
建
設
事

業
や
庁
舎
・
総
合
セ
ン
タ
ー
の
非
常
用
発
電
機
設
置

事
業
等
、
大
規
模
事
業
の
財
源
と
し
て
15
億
８
，１

１
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
村
債
の
償
還
（
返

済
）
額
に
対
し
て
国
か
ら
そ
の
７
割
が
地
方
交
付
税

と
し
て
補
て
ん
さ
れ
る
過
疎
債
等
、
財
政
的
に
有
利

な
地
方
債
を
借
入
れ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
や
公
債
費
（
借
金
の
返
済
）、
福
祉
に
関

わ
る
経
費
で
あ
る
扶
助
費
の
義
務
的
経
費
は
、
人

件
費
で
村
職
員
の
新
規
採
用
や
給
与
改
定
に
よ
る

増
、
公
債
費
は
過
去
に
借
入
れ
た
村
債
の
償
還
開

始
に
よ
る
増
と
し
、
全
体
で
前
年
度
対
比
２
．７
％

増
額
の
13
億
５
，９
５
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
）
は
、
新
総
合

体
育
館
建
設
工
事
、
村
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ぽ
っ

と
」
外
構
工
事
、
中
雪
裡
下
久
著
呂
線
改
良
舗
装
工

事
、
庁
舎
・
総
合
セ
ン
タ
ー
非
常
用
発
電
機
設
置
工

事
、
村
道
や
林
道
の
整
備
な
ど
に
よ
り
総
額
で
19
億

７
，８
４
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
に
は
、
各
公
共
施
設
等
の
管
理
経
費
の
他
、

令
和
３
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
し
た
保
育
園
・
小
中

学
校
の
給
食
費
無
償
化
事
業
、
空
き
家
対
策
に
関
す

る
計
画
策
定
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
、
運
動
広
場
遊
具
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

構
想
策
定
事
業
、
鶴
居
中
学
校
大
規
模
改
修
に
係
る

基
本
設
計
費
用
等
に
よ
り
、
７
億
８
，４
２
８
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
に
は
、
村
内
公
共
交
通
の
再
編
に
係
る

地
域
公
共
交
通
会
議
負
担
金
や
、
村
内
商
工
事
業
者

に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
交
付
金
等
に
よ
り
、
６
億
９
，５
９
６
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
積
立
金
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
等
の
積

立
額
を
計
上
し
、
６
，０
５
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
民
主
役
・
未
来
創
造

〜
子
供
達
や
次
世
代
に

夢
と
希
望
が
届
く

村
づ
く
り
の
実
現
〜



３　令和３年５月号

一般会計歳入予算の内訳

一般会計歳出予算の内訳

一
般
会
計
の
総
額
は

　

51
億
９
，０
０
０
万
円

村税の
内訳

費目別
の内訳



令和３年５月号　４

貯
金（
基
金
等
）と
借
金（
村
債
）の
状
況

　

予
算
の
不
足
や
村
債
の
返
済
、
特
定
の
目

的
な
ど
の
た
め
に
村
で
は
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
度
末
で
は
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
せ
て
17
基
金
あ
り
、
現
在
高

の
合
計
は
46
億
５
，６
７
５
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
や
臨
時
的
な
支
出

な
ど
に
備
え
て
、
村
の
基
金
と
は
別
に
北
海

道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
が
運
用
す
る
備
荒

基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

２
年
度
末
の
現
在
高
は
19
億
１
，３
１
１
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
金
と
備
荒
資
金
を
合
せ
た
総
額
は
65
億

６
，９
８
６
万
円
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
２
６
１
万
円
の
貯
蓄
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
３
年
度
予
算

で
は
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
２
億
32
万
円

を
取
り
崩
す
予
定
で
す
。

　

村
債
の
令
和
２
年
度
末
の
現
在
高
は
一
般
会

計
で
44
億
７
，３
１
６
万
円
、
水
道
及
び
農
業

集
落
排
水
事
業
の
特
別
会
計
で
１
億
５
，０
０

２
万
円
、
合
せ
て
46
億
２
，３
１
８
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
村
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

１
８
４
万
円
の
借
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
予
算
で
は
新
総
合
体
育
館
建
設
、

役
場
庁
舎
・
総
合
セ
ン
タ
ー
非
常
用
発
電
機
設

置
、
中
雪
裡
下
久
著
呂
線
改
修
、
生
活
路
線
バ

ス
運
行
維
持
費
、
鶴
居
市
街
北
配
水
管
布
設
な

ど
の
財
源
と
し
て
15
億
８
，１
１
０
万
円
の
借

り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
村
債
を
返
済
す
る
元
利
償
還
額
は
４

億
８
，７
２
０
万
円
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
年
額
で
19
万
円
ほ
ど
の
返
済

額
と
な
り
ま
す
が
、
借
入
額
の
約
７
割
は
地
方

交
付
税
な
ど
に
算
入
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

用
語
の
解
説

歳
入
（
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
）

【
自
主
財
源
】
自
前
で
収
入
で
き
る
お
金

【
依
存
財
源
】
国
や
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借

り
た
り
す
る
お
金

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】
公
営
住
宅
の
家
賃
、
公

共
施
設
の
利
用
料
、
各
種
証
明
に
よ
る
収
入
な

ど
【
財
産
収
入
】
村
の
土
地
・
建
物
の
貸
付
や
売
払

い
に
よ
る
収
入
な
ど

【
繰
入
金
】
各
種
基
金
を
取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ

る
お
金
な
ど

【
地
方
交
付
税
】
所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た
税

金
の
中
か
ら
、
市
町
村
の
財
政
規
模
に
応
じ
て

配
分
さ
れ
る
お
金

【
村
債
】
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
村
が
一
度
に

多
額
の
出
費
が
必
要
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
長

期
借
入
金

【
国
・
道
支
出
金
】
国
や
道
の
決
め
た
ル
ー
ル
に

あ
っ
た
仕
事
を
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要
な
費

用
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
補
助
さ
れ
る
も
の

歳
出
（
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
）

【
義
務
的
経
費
】
法
令
あ
る
い
は
性
質
上
、
支
出

が
義
務
付
け
ら
れ
た
お
金

【
投
資
的
経
費
】
道
路
や
建
物
の
建
設
、
用
地
の

購
入
な
ど
村
民
の
財
産
と
し
て
将
来
に
残
る
も

の
に
支
出
さ
れ
る
お
金

【
公
債
費
】
借
り
入
れ
た
村
債
の
返
済
に
充
て
る

お
金
で
、
元
金
の
返
済
金
と
そ
の
利
息

【
扶
助
費
】
医
療
給
付
費
や
障
が
い
者
へ
の
援
助

費
な
ど
福
祉
の
た
め
の
お
金

【
物
件
費
】
委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱
水
費
、
燃

料
費
、
消
耗
品
、
備
品
購
入
費
な
ど

【
補
助
費
等
】
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
交
付
金
、

保
険
料
、
謝
礼
金
な
ど

【
繰
出
金
】
特
別
会
計
の
収
支
不
足
額
に
対
し
て

繰
り
出
す
お
金
な
ど

■
基
金
等

■
村
債

基金等の積立額

村債の残額



５　令和３年５月号

○令和３年度　村の予算

令和３年度の新規事業など

返礼品、ふるさと納税サイト運営経費等

幌呂環境改善センターを増築して整備
令和4年度工事開始に向けた実施設計

むらづくり人材育成勉強会等

実態調査、策定委員会等の実施

幌呂線などの村内公共交通機関の再編事業
検討会議、実証実験等の実施

８月に開所予定の村民福祉センター「あすぽっと」の
外構工事等の実施

保育園・小中学校における給食費の無償化

ワクチン接種、接種体制整備経費

検討会議等の実施

商品開発・販路拡大事業の実施

測量設計・開設工事L＝3,200ｍ（3路線合計）

新規開業･新分野進出・事業継続･観光推進支援の
ための補助金

感染症により減益となった事業者に対して、経営安定
維持のための交付金等支給

運動広場遊具等の更新のため、現状分析等の実施

急カーブ・急勾配の改良工事
（平成29年度からの継続事業）
全体施工延長　　L=520m　W=7.5m

鶴居市街１条通を延長し、鶴居中学校から多目的運動広
場まで接続する道路整備を実施
令和3年度概略設計調査

街路灯31基更新

住環境整備のため、民間賃貸住宅建設事業者に対する
補助金（戸あたり上限600万）

119番システムを標茶・弟子屈町と一元化し、
出場体制の強化を図る

災害発生等による停電時に３日間連続稼働可能な
非常用発電機の整備

令和５年度工事開始に向けた基本計画策定

幌呂小・中学校体育館の構造物（照明・バスケット
ゴール等）の耐震化

北海道遺産である本村簡易軌道の写真・資料の
データ化、映像制作を実施

令和4年度中に完成予定の新総合体育館の建設主体
工事を実施。（令和2年度からの継続工事）
鉄骨造2階建　2,708㎡（予定）

令和3年度工事開始に向けた実施設計調査

感染症特別対策等備品購入経費



令和３年５月号　６

　

４
月
６
日
、
村
内
の
小
中
学
校
５
校
で
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
新
た
な
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
新
一
年
生
が
入
学
と

な
り
ま
し
た
。
式
は
十
分
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
措
置
が
取
ら
れ
た
う
え
で
、
昨
年
度
同
様

に
規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施
と
な
り
、
保
護
者
や
先
生
方
が
見
守
る
中
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
子
ど
も
た
ち
は
緊
張
交

じ
り
の
元
気
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

村
内
小
・
中
学
校
入
学
式

◀
下
幌
呂
小
学
校

◀
鶴
居
小
学
校

◀
鶴
居
中
学
校

◀
幌
呂
小
学
校

◀
幌
呂
中
学
校



　

野
生
鳥
獣
の
保
護
等
に
長
き
に

わ
た
っ
て
尽
力
し
て
き
た
橋
村
毅

哉
さ
ん
に
令
和
２
年
度
の
北
海
道

知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

橋
村
さ
ん
は
鳥
獣
保
護
監
視
員
、

自
然
保
護
監
視
員
と
し
て
村
内
の

自
然
保
護
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
て
の
贈
呈
と
な
り
ま

し
た
。

　

伝
達
式
に
同
席
し
た
大
石
村
長

か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
先
頭
に

立
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
が
あ
り
ま
し
た
。

北海道知事より感謝状の伝達

故菅原敬さんが旭日単光章受章

　

令
和
３
年
２
月
に
亡
く
な
ら
れ

た
菅
原
敬
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を

受
章
し
、
奥
様
の
澄
子
さ
ん
に
大

石
村
長
よ
り
勲
記
と
勲
章
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た

　

菅
原
氏
は
平
成
７
年
５
月
に
鶴

居
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
平

成
19
年
４
月
ま
で
の
間
、
３
期
12

年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
、
産
業

常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
歴
任
し
、

高
邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
本
村

産
業
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
11

年
５
月
か
ら
８
年
間
、
議
長
と
し

て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
が

あ
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の

度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

ウィズコロナ地域連携会議の開催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
予
防
対
策
か
ら
、

活
動
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
工
夫
し
な

が
ら
再
開
し
、
交
流
の
機
会
の
創

出
、
地
域
経
済
の
好
循
環
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
標
に
村
内
の
各
地

域
、
団
体
、
関
係
機
関
等
と
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
村
の
感
染
対
策
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

が
説
明
さ
れ
、
各
団
体
か
ら
は

各
々
で
行
っ
て
い
る
予
防
対
策
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
今
後
の

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
活
動
へ
向
け

積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

鶴居村商工会女性部より
「愛の鈴」寄贈

　

村
内
小
学
校
の
新
１
年
生
の
交

通
安
全
を
願
っ
て
「
愛
の
鈴
」
が

鶴
居
村
商
工
会
女
性
部
の
服
部
部

長
と
田
中
副
部
長
か
ら
村
上
教
育

長
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
愛
の
鈴
」
は
新
１
年
生
へ
毎

年
贈
ら
れ
て
お
り
、
同
会
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
一
つ
ず
つ
手
作
り
で

作
製
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
愛
の
鈴
」
は
一
年
生
に
届
け

ら
れ
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
て
毎
日

元
気
に
無
事
故
で
通
学
で
き
る
よ

う
に
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

７　令和３年５月号



令和３年５月号　８

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】〒060－0062
 札幌市中央区南２条西14丁目
 国保会館６階
 電話　011－290－5601

役場住民生活課
後期高齢者医療担当
電話　０１５４－６４－２１１３

■　保険料の計算方法（令和３年度）

　保険料額は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、前年の所得に
応じて負担する「所得割額」の合計で計算します。

均　等　割
【１人当たり保険料】

52,048円
＋

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（令和２年中の所得－最大43万円）
×１０．９８％

＝
１年間の保険料
【限度額64万円】
（100円未満切捨）

※　年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※　所得とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除
額など）を引いたものです。
※　前年の所得金額により、43万円の控除額が異なる場合があります。

■　令和３年度の年間保険料額の例

● 単身世帯の場合 ● 夫婦２人世帯（共に被保険者）で、
妻の年金収入が80万円以下の場合

年金収入 均等割
軽減 令和３年度 前年度比 夫の

年金収入
区
分
均等割
軽減 令和３年度 前年度比

80万円 ７割 15,600円 増減なし 80万円
夫

７割
15,600円

増減なし
妻 15,600円

168万円 ７割 32,000円 3,900円増 168万円
夫
７割

32,000円 3,900円増
妻 15,600円 3,900円増

196.5万円 ５割 73,700円 増減なし 225万円
夫

５割
105,000円

増減なし
妻 26,000円

220万円 ２割 115,200円 増減なし 272万円
夫

２割
172,000円

増減なし
妻 41,600円

令和３年度の保険料額は、６月に個別にお知らせします。
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■　均等割の軽減割合が見直しされました

　保険料均等割の軽減割合が、次のとおり見直しされました。

　 【令和２年度】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

３３万円（かつ、被保険者全員が所得０円）
※年金収入のみの場合、受給額80万円以下

７割軽減

３３万円 7.75割軽減

33万円＋（28万5千円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（52万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

　【令和３年度】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

43万円+10万円×（給与所得者等の数－1） ７割軽減

43万円＋（28万5千円×世帯の被保険者数）+
10万円×（給与所得者等の数－1）

５割軽減

43万円＋（52万円×世帯の被保険者数）+
10万円×（給与所得者等の数－1）

２割軽減

※給与所得者等とは、以下のいずれかに該当する方となります。
　・給与等の収入金額が55万円を超える方
　・公的年金の収入金額が60万円（65歳未満）、125万円（65歳以上）を超える方

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　制 度 の 見 直 し に つ い て　～



消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第１回 鶴居村防火標語「火の始末 二度見三度見 ほら安心」
令和３年度 全国統一防火標語「おうち時間 家族で点検 火の始末」

これからの季節は空気が乾燥し火災が発生しやすくなります。ま
た、今年は雪解けも早く乾燥した枯草などに火が付くと瞬く間に燃
え広がり、大規模な山火事になるおそれもあります。昨年、野火等
により消防車が出動した件数は管内の応援出動を含め５件あり、原
因の多くは庭などでのゴミ焼きによるものでした。山際での出火も
あり大変危険な状況が多くありました。
　ゴミ焼きからの火の粉やタバコのポイ捨てなど、小さな火から火
災は発生しますので絶対にしないようにしましょう。ゴミ焼きは法
律で禁止されています！　　　　『鶴居村林野火災予消防対策協議会』

山火事に注意！

　毎年、鶴居消防署では鶴居消防連合後援会の協賛により、村内の
各小学校に入学する新一年生に学ぶ意欲と火災予防への意識を持っ
てもらうことを目的に入学記念品を贈っています。今年も新一年生
１５名に消火器のり・消火器消しゴム・ファイルケースを贈りました。

新一年生に火災予防啓発品の配布

野邑　拓誠　（のむら　たくま）　18歳　釧路市出身
令和３年４月１日、鶴居消防署警防管理課警防係を拝命。
　「これから鶴居消防署の一員として村民の皆様の生命、財産を守るため頑張ります
のでよろしくお願いします。」

鶴居消防署新採用職員について

　毎年、管内においてトラクターなどの農業用車両や機械から火災が多く
発生しています。今年は雪解けが早いことから農作業の開始も早いと考え
られます。作業車両を始動する前にはエンジン部などの高温部分に枯れ草
や鳥の巣がないことを確認し作業を開始しましょう。また、定期的に点検
し火災予防に努めましょう。

農作業車を始動する前に！

　４月２日、鶴居村役場において「消防団協力事業所」の表示証交
付式が行われました。今回、新たに認定された『有限会社　泰都』
の代表取締役　和田正宏氏に釧路北部消防事務組合 副組合長の大
石村長から消防団協力事業所に掲げる「表示証」が手渡されました。

【消防団協力事業所一覧】
№ 事業所名 代表者
１ 釧路丹頂農協 武　藤　清　隆
２ ㈱佐々木建設 佐々木　泰　三
３ ㈱ジェイエーコムズ 藤　澤　常　行
４ 鶴居村森林組合 松　井　洋　和
５ 有限会社　泰都 和　田　正　宏

消防団協力事業所交付式

　この制度は、消防団活動に対して積極的に協力している事
業所に対して表示証を交付し、協力事業所が地域への社会貢
献を果たしていることを社会的に評価し、協力事業所の信頼
向上につなげ、消防団と事業所との連携、協力体制をより強
化することを目的とした制度です。

令和３年５月号　10



鶴居村子育て世代包括支援センターです
　鶴居村では令和３年１月１日に、健やかに安心して妊娠期を過ごし、出産・育児まで途切れることの
ない支援（妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援）を行う場として「子育て世代包括支援センター」
を役場庁舎内（保健福祉課　健康推進係）に開設しました。今回は、子育て世代包括支援センターにつ
いてご紹介します。

子育て世代包括支援センターとは？
　このセンターには保健師が常駐し、妊娠・出産・子育てに関する相談に対応しています。不安なこと
や悩みがあるときには、ご本人はもちろん、ご家族等どなたでも相談することができます。その他、ど
こに相談していいかわからないこと等もご連絡いただければ、状況に応じて、担当窓口をご案内します。

鶴居村ではどのようなサポートが受けられるの？

　鶴居村では、妊娠届出時にすべての妊婦さんとお会いし、各種制度の説明や妊娠出産、子育てに役立
つ情報を提供しながら、体調や不安なことがないか等をお話させていただきます。
※交付には１時間程度のお時間がかかります。妊娠届出の際には、一度子育て世代包括支援センター
　（℡0154-64-2116）へご連絡ください。ご都合のよい面接日をご相談させていただきます。

　母子手帳交付時から一人ひとりに寄り添い、それぞれのご家庭にあった個別プランを一緒に作成し、
先の見通しを持ちながら、妊娠、出産、子育てがスムーズに進むように継続的にサポートします。

　妊娠期から子育て期までお住まいの地区を担当している保健師が中心となり、各種相談や訪問などを
通して、安心して妊娠出産、子育てができるよう応援します。

　鶴居村では妊娠期から子育て期まで様々な子育て支援サービスがあります。その時々の状況に応じて、
必要な情報を提供します。必要な場合には関係機関との連携や担当窓口の紹介を行います。

●お問い合わせ先●
（鶴居村役場　保健福祉課　健康推進係）

　【開設時間】 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時１５分（土日祝日、年末年始は除く）
　☎０１５４－６４－２１１６（直通）

・鶴居子育て支援センター（鶴居子どもセンター内）
　おやこひろば「ひよこ会」　あそびのひろば　子育て講座　すくすくひろば

令和３年１月１日
から

スタートしまし
た！

・新生児聴覚検査
・産婦健康診査
・乳児一般健康診査
・専門相談事業
　産後ケア
・こんにちは赤ちゃん訪問
・乳児健康診査
・離乳食教室
・予防接種

・妊娠届出
　母子健康手帳交付
・妊婦健康診査
・妊婦訪問
・マタニティ教室
・専門相談事業
　産前ケア
・妊婦安心サポート事業

・１歳６ヶ月児健康診査
・３歳児健康診査
・フッ素塗布、歯科健診
・予防接種

保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす
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税　
　

金

　

鶴
居
村
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
地
方

税
法
及
び
鶴
居
村
税
条
例
に
基
づ
き
、
令
和

３
年
４
月
１
日
に
お
い
て
鶴
居
村
内
に
定
置

す
る
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
方
が
鶴
居
村
に

納
め
る
税
金
で
す
。

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
軽
自
動
車

等
（
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
）
を
所

有
す
る
方
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
は
鶴
居
村
へ
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年

度
途
中
に
廃
車
さ
れ
て
も
、
そ
の
年
度
は
課

税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
は
年
税
で
す
の
で
、
税
金
の
月
割
り
還

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
（
令
和
３
年
５
月
31
日
）
ま
で
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
生
活
課
税
務
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
３

保　
　

健

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
月
１
回
精
神
科
医
師

に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
で
受
付
は
相
談
日
前
日
の

午
前
中
ま
で
で
す
。

〇
日
程　

５
月
21
日
㈮
・
６
月
30
日
㈬
・
７

月
16
日
㈮
・
８
月
18
日
㈬
・
９
月
15
日
㈬
・

10
月
13
日
㈬
・
11
月
19
日
㈮
・
12
月
17
日

㈮
・
１
月
19
日
㈬
・
２
月
18
日
㈮
・
３
月
11

日
㈮

〇
時
間　

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

　

詳
し
く
は
釧
路
保
健
所
健
康
推
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
日
時
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

釧
路
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
５
４

－

65

－

５
８
２
５

　

保
健
所
で
は
エ
イ
ズ
検
査
（
H
I
V
抗
原

抗
体
検
査
）・
肝
炎
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

H
I
V
は
性
的
接
触
や
血
液
を
介
し
て
感

染
し
ま
す
。
北
海
道
で
は
、
令
和
２
年
の
新

規
H
I
V
感
染
者
は
17
人
、
エ
イ
ズ
患
者
は

５
人
、
計
22
人
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
1
日

あ
た
り
平
均
２
．９
人
の
H
I
V
感
染
ま
た

は
エ
イ
ズ
発
症
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
感
染

が
心
配
な
出
来
事
が
あ
れ
ば
、
一
度
検
査
を

受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
月
２
回
、
第
２
、
４

火
曜
日
に
H
I
V
・
肝
炎
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
〜
９
月
、
12
月
は
夜
間
帯
に
も
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
予
約
制
で
、
匿
名
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
H
I
V
や
肝
炎
に
つ
い
て
の

ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
釧
路
保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
検
査
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

釧
路
保
健
所

　

☎
０
１
５
４

－

65

－

８
０
７
６

　
（
H
I
V
相
談
電
話
直
通
）

　

◀
釧
路
保
健
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〇
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
し
て
い
る
2

社
の
う
ち
、
1
社
の
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
が
一

時
停
止
し
た
影
響
を
受
け
て
、
現
在
全
国
的

に
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が
減
少
し
、
出
荷
量

の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の

入
荷
状
況
に
よ
っ
て
は
、
接
種
を
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の

上
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

令
和
３
年
度
は
、
年
度
内
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０

０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
が
予
防
接
種
の

特
例
対
象
者
で
す
。
対
象
の
方
に
は
順
次
案

内
を
通
知
い
た
し
ま
す
（
６
月
以
降
）。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課
保
健
師

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
６

　

村
で
は
順
次
接
種
を
開
始
で
き
る
よ
う
体

制
を
整
え
て
お
り
、
第
1
弾
と
し
て
75
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
接
種
券
を
送
付
し
、
５
月

８
日
、
９
日
に
集
団
接
種
を
行
い
ま
す
。
ワ

みんなの掲示板

人口の動き
（前月比）

※令和３年３月末時点
総人口 2,513人（－４）
　男性 1,260人（－９）
　女性 1,253人（＋５）
うち外国人人口
 33人（±０）

世帯数 1,203世帯（＋６）

お誕生おめでとうございます
（３月届出分）

藤林　環　くん　
男の子　鶴居市街
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ク
チ
ン
の
納
入
が
決
ま
り
次
第
、
65
歳
以
上

の
方
や
そ
の
他
の
方
に
も
段
階
的
に
接
種
で

き
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。
お
お
ま
か
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
右
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者
に
は
接
種
券
が
事
前
に
届
き
、

接
種
す
る
に
は
必
ず
予
約
が
必
要
で
す
。
接

種
券
同
封
の
予
約
案
内
通
知
に
記
載
さ
れ
て

い
る
予
約
受
付
日
に
予
約
を
行
っ
て
下
さ
い
。

村
で
は
全
て
集
団
接
種
会
場
で
の
接
種
を
予

定
し
て
お
り
、
鶴
居
村
立
診
療
所
で
の
個
別

接
種
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課

　

☎
０
１
５
４

－
64

－

２
１
１
６

　

診
療
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
接
種
に
伴
い
、
下
記
の
と
お
り

休
診
い
た
し
ま
す
。

５
月
８
日
㈯　

鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
ワ

ク
チ
ン
接
種

５
月
９
日
㈰　

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

５
月
10
日
㈪　

鶴
居
診
療
所　

終
日
休
診

５
月
29
日
㈯　

鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
ワ

ク
チ
ン
接
種

５
月
30
日
㈰　

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

５
月
31
日
㈪　

鶴
居
診
療
所　

終
日
休
診

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

村
立
鶴
居
診
療
所

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
２
２

教　
　

育

　

村
教
育
委
員
会
で
は
「
鶴
居
村
教
育
資
金

利
子
補
給
事
業
」
奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

〇
応
募
資
格

　

鶴
居
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
者
で
、
被
扶
養
者
の
進
学
時
（
高
校
以

上
）
に
お
い
て
、
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
住
民
登
録
者
と
し
ま
す
。

〇
対
象
と
な
る
教
育
資
金

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
釧
路
丹
頂
農
業
協

同
組
合
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
い
ず
れ
か
の
機
関
か
ら
借
り
受
け
た

教
育
資
金
で
、
学
生
１
人
当
た
り
６
０
０
万

円
を
限
度
と
す
る
。
受
験
費
用
、
入
学
金
、

在
学
期
間
中
の
授
業
料
、
下
宿
代
そ
の
他
必

要
な
資
金
（
休
学
・
留
学
等
の
期
間
の
費
用

は
除
く
。）

〇
利
子
補
給
の
内
容

　

学
生
１
人
当
た
り
６
０
０
万
円
ま
で
の
教

育
資
金
に
係
る
利
子
に
つ
い
て
、
借
入
利
率

が
年
利
３
．０
％
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
最

高
７
年
間
を
限
度
と
し
て
利
子
補
給
す
る
。

た
だ
し
、
返
済
遅
延
に
よ
る
利
子
は
補
給
し

ま
せ
ん
。

〇
申
込
期
限

　

令
和
３
年
12
月
10
日
㈮

　

な
お
、
申
込
期
限
は
、
令
和
３
年
度
の
申

請
期
限
で
す
。
年
度
途
中
に
お
い
て
は
次
の

※
に
よ
る
事
例
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
場
合
に
は
、
随
時
、
別
紙
の
申
請
書
用

紙
に
基
づ
き
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
入
学
の
場
合
に
は
、
年
度
途
中
（
秋

頃
）
で
金
融
機
関
と
契
約
し
教
育
資
金
を
借

り
入
れ
す
る
場
合
や
、
独
立
行
政
法
人
日
本

学
生
支
援
機
構
で
は
入
学
後
７
月
頃
に
、

遡
っ
て
４
月
か
ら
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に

は
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
利
子
補
給
の
請
求

　

令
和
３
年
度
の
利
子
補
給
を
受
け
る
場
合

に
は
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
利

子
支
払
い
に
係
る
証
明
書
等
を
各
金
融
機
関

か
ら
受
領
し
、
教
育
委
員
会
管
理
課
へ
請
求

書
用
紙
に
添
付
し
て
令
和
４
年
１
月
末
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
村
は
、
そ
の
書
類

を
審
査
し
た
後
、
年
度
末
頃
に
請
求
者
に
対

し
利
子
補
給
金
を
口
座
振
込
い
た
し
ま
す
。

〇
申
込
先

　

村
教
育
委
員
会
管
理
課

〇
申
込
方
法

　

申
請
書
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関

係
書
類
を
添
付
し
捺
印
の
上
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。（
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。）

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

村
教
育
委
員
会
管
理
課

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
０
５
０

募　
　

集

　

村
で
は
、
住
環
境
の
整
備
と
移
住
・
定
住

の
促
進
並
び
に
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
村
内
に
民
間
ア
パ
ー
ト
を
建
設
し
て

経
営
を
す
る
方
に
対
し
て
、
建
設
費
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
を
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
限
定
し
実
施
し
て

い
ま
す
。

〇
補
助
戸
数　
　
　
　

　

・
世
帯
用
２
L
D
K
以
上
４
戸

　

・
単
身
用
１
L
D
K
８
戸

〇
補
助
額

　

・
建
設
工
事
費
の
50
％
以
内

（
世
帯
用
１
戸
当
た
り
６
０
０
万
円
上
限
）

（
単
身
用
１
戸
当
た
り
４
２
５
万
円
上
限
）

〇
申
請
書
類
提
出
期
限
及
び
提
出
先

　

・
提
出
期
限
：
令
和
３
年
５
月
20
日

　

・
提
出
先
：
鶴
居
村
役
場
建
設
課

〇
事
業
対
象
者

　

・
村
内
に
賃
貸
住
宅
を
建
設
し
、
そ
の
所

有
者
と
な
る
個
人
又
は
法
人
。

　

・
公
租
公
課
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　

・
賃
貸
住
宅
の
所
有
者
と
な
る
個
人
又
は

法
人
の
役
職
員
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

〇
補
助
対
象
と
な
る
住
宅

　
（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
住
宅
）

　

・
建
築
基
準
法
そ
の
他
建
築
物
に
関
連
す

る
法
令
に
適
合
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

　

・
１
棟
２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
又
は
長
屋

（
組
立
式
仮
設
住
宅
を
除
く
。）
で
あ
る

こ
と
。

　

・
住
戸
形
式
が
１
L
D
K
（
床
面
積
35
㎡

以
上
）、
２
L
D
K
以
上
（
床
面
積
60
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㎡
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

　

・
各
戸
に
玄
関
、
水
洗
便
所
、
浴
室
、
台

所
、
給
湯
設
備
及
び
物
置
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

　

・
各
戸
に
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
１
台
分
以

上
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

・
月
額
家
賃
は
、
戸
当
た
り
建
設
工
事
費

（
外
構
工
事
費
含
む
）
の
0
．6
％
を
超

え
な
い
こ
と
。

　

・
事
業
者
本
人
及
び
そ
の
親
族
、
又
は
当

該
法
人
の
職
員
を
１
/
４
以
上
入
居
さ

せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

〇
手
続
き
の
流
れ

　

①
認
定
申
請
書
の
提
出

　

②
認
定
申
請
書
の
審
査
↓
事
業
認
定
可
否

の
通
知

　

③
交
付
申
請
書
の
提
出

　

④
交
付
決
定

　

⑤
建
設
工
事
着
手
↓
工
事
完
成

　

⑥
助
成
金
額
の
確
定
通
知
↓
助
成
金
の
交

付
請
求

　

⑦
助
成
金
の
支
払
い

〇
事
業
対
象
者
の
決
定
に
つ
い
て

　

選
考
委
員
会
で
申
請
内
容
を
審
査
し
、

　

そ
の
結
果
を
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

〇
認
定
申
請
に
必
要
な
書
類

　

認
定
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
の
上
、

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
助
成
金
交
付
申
請
（
予
定
）
額
算
出
表

　

②
建
物
の
外
皮
平
均
熱
貫
流
率
計
算
書

　

③
建
物
の
附
近
見
取
図
及
び
配
置
図

　

④
建
物
の
平
面
図
及
び
立
面
図

　

⑤
建
物
の
全
体
及
び
各
住
戸
の
床
面
積
求

積
図

　

⑥
登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
住
民
票

　

⑦
工
事
見
積
書
そ
の
他
工
事
費
用
の
明
細

が
わ
か
る
書
類
の
写
し

　

⑧
敷
地
が
自
己
所
有
で
あ
る
場
合
は
土
地

の
登
記
事
項
証
明
書
、
借
地
で
あ
る
場

合
は
土
地
の
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

　

⑨
賃
貸
住
宅
の
入
居
条
件
等
を
表
す
書
類

　

⑩
国
税
及
び
道
税
に
係
る
納
税
証
明
書

　

⑪
収
支
計
画
書

〇
申
請
書
の
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鶴
居
村
役
場
建
設
課

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
５

年　
　

金

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
所
得
の

充
実
を
図
る
た
め
の
公
的
年
金
制
度
で
す
。

経
営
主
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
や
後
継
者
皆
様

で
加
入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

〇
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す
。

　

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未

満
の
方
で
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

方
（
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。

〇
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
・
確
定

拠
出
型
の
年
金
で
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益

に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
積

立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
す
の
で
、
少
子
高

齢
時
代
で
も
非
常
に
安
定
的
な
財
政
方
式
の

年
金
で
す
。
毎
年
度
の
積
立
・
運
用
の
状
況

は
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
全
て
の
加
入
者
に

個
人
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
運
用
実
績
は
制
度
発
足
以
降
、
令
和
元
年

度
ま
で
の
18
年
間
の
平
均
運
用
利
回
り
で
年

2
．５
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
保
険
料
は
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

保
険
料
は
月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の

間
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
経

営
状
況
や
家
計
の
状
況
に
応
じ
て
い
つ
で
も

見
直
せ
ま
す
。

〇
終
身
年
金
で
す
。
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
、
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す
。
加
入
者
や

受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
到
達
月
ま
で
に
受

け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金

の
、
死
亡
時
の
現
在
価
値
相
当
額
が
、
死
亡

一
時
金
と
し
て
ご
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
控
除
の
対
象

で
、
支
払
わ
れ
る
年
金
に
も
公
的
年
金
等
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
死
亡
一
時
金
は
非
課

税
で
す
。
農
業
者
年
金
基
金
が
保
険
料
を
運

用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
保
険
料
の
運
用
益
）

も
非
課
税
で
す
。

〇
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

２
万
円
の
保
険
料
の
支
払
い
が
難
し
い
場

合
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
の
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
国
庫
補
助
を
受
け
る
に
は
認
定
農

業
者
で
青
色
申
告
者
等
の
一
定
の
要
件
が
必

要
で
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鶴
居
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
４

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ

し
て
加
入
し
、
税
金
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛

け
金
を
積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し
た
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金

で
す
。

〇
そ
の
特
徴
は

　

・
掛
け
金
が
全
額
「
社
会
保
険
料
控
除
」

で
、
受
取
る
年
金
も
「
公
的
年
金
等
控

除
」
対
象
で
す
。

　

・
受
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基
本
で
一
生

変
動
し
ま
せ
ん
。

　

・
万
が
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一
時
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。（
遺
族
保
障
の
な
い
Ｂ

型
も
選
べ
ま
す
）

　

・
掛
け
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
で
、

お
休
み
や
増
減
も
で
き
ま
す
。

〇
加
入
で
き
る
方
は

　

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
免
除
の

方
を
除
き
ま
す
）

　

・
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
（
60
歳
〜
65

歳
未
満
の
方
や
海
外
の
方
）
で
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

☎
０
１
２
０

－

65

－

４
１
９
２

イ
ベ
ン
ト

　

標
茶
町
に
最
初
の
役
場
が
置
か
れ
て
か
ら

１
３
５
年
を
記
念
し
た
展
示
で
す
。
標
茶
で

撮
影
さ
れ
た
昔
の
写
真
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
標
茶
町
博
物
館
と
の
共
催
行
事
）

〇
日
時　

５
月
１
日
㈯
〜
５
月
９
日
㈰　
　

　

午
前
10
時
〜
17
時

〇
参
加
費　

無
料

〇
開
催
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
５

－

４
８
７

－

３
０
０
３

　

春
の
塘
路
湖
畔
を
散
策
し
な
が
ら
、
飛
来

令和３年５月号　14
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し
始
め
た
夏
鳥
や
春
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。

〇
日
時　

５
月
４
日
（
火
・
祝
）

　

午
前
10
時
〜
12
時

〇
定
員　

10
人

〇
参
加
費　

無
料

〇
開
催
場
所　

塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
周
辺

〇
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
５

－

４
８
７

－

３
０
０
３

　

釧
路
湿
原
国
立
公
園
内
の
ご
み
拾
い
を
行

い
ま
す
。

〇
日
時　

５
月
22
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

〇
参
加
費　

無
料

〇
開
催
場
所　

塘
路
湖
周
辺

〇
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

釧
路
湿
原
国
立
公
園
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（
環
境
保
全
課
内
）

　

☎
０
１
５
４

－

31

－

４
５
９
４

　

釧
路
湿
原
は
繁
殖
期
を
迎
え
た
野
鳥
の
さ

え
ず
り
で
大
賑
わ
い
。
何
種
類
の
鳥
を
見
つ

け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

〇
日
時　

５
月
23
日
㈰　

午
前
８
時
〜
10
時

〇
定
員　

10
人

〇
参
加
費　

無
料

〇
開
催
場
所　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

周
辺

〇
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
５
４

－

65

－

２
３
２
３

そ
の
他

　

迷
惑
電
話
対
策
機
能
付
き
電
話
機
は
、
電

話
を
か
け
て
き
た
相
手
に
通
話
の
録
音
を
伝

え
る
な
ど
の
機
能
が
付
い
て
お
り
、
詐
欺
電

話
の
未
然
防
止
に
有
効
で
す
。
迷
惑
電
話
対

策
機
能
付
き
電
話
機
で
犯
人
を
撃
退
し
ま

し
ょ
う
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

釧
路
警
察
署

　

☎
０
１
５
４

－

23

－

０
１
１
０

　

保
護
者
が
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
で
死

亡
し
た
り
、
著
し
い
後
遺
障
害
の
た
め
働
け

な
く
な
っ
た
家
庭
の
生
徒
・
学
生
に
奨
学
金

を
貸
与
し
て
進
学
援
助
を
行
い
、
将
来
、
社

会
に
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
制
度
の
概
要

　

・
保
護
者
が
交
通
遺
児
で
死
亡
・
重
度
後

遺
障
害
と
な
っ
た
家
庭
の
お
子
様
が
対

象

　

・
高
校
生
以
上
の
生
徒
・
学
生
に
貸
与

　

・
奨
学
金
は
無
利
息

　

・
奨
学
金　

月
額
２
万
円
〜
10
万
円

　
　
（
大
学
な
ど
は
一
部
給
付
あ
り
）

　

・
入
学
一
時
金　

20
万
円
〜
80
万
円

　
　
（
１
年
次
１
回
限
り
・
全
額
貸
与
）

　

・
返
還
は
最
長
20
年

　

・
入
学
前
の
予
約
申
請
制
度
あ
り

　

・「
海
外
語
学
研
修
」「
奨
学
金
の
集
い
」

な
ど
高
校
生
向
け
制
度
あ
り

・「
学
生
寮
」「
家
賃
補
助
」
な
ど
大
学

生
・
専
修
生
向
け
の
制
度
あ
り

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

交
通
遺
児
育
英
会

　

☎
03

－
３
５
５
６

－

０
７
７
３
（
直
通
）

　

☎
０
１
２
０

－

５
２
１

－

２
８
６

　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
北
海
道
・
市
町

村
で
は
、
次
の
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
等
に
お
け
る
行
政
施
策

の
立
案
や
、
社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基

礎
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査

　
（
５
年
毎
に
実
施
、
対
象
は
事
業
所
及
び

企
業
）

　

全
産
業
分
野
の
売
上
（
収
入
）
金
額
な
ど

の
経
理
項
目
を
把
握
し
、
事
業
所
・
企
業
の

経
済
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

　

全
国
約
6
5
4
万
事
業
所
、
道
内
で
は
、

約
26
万
8
，０
０
０
事
業
所
を
対
象
に
、
６

月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
皆
様
の
個
人
情
報
は
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま

す
。

　
「
統
計
法
」
で
統
計
調
査
員
に
は
、
厳
格

な
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

調
査
の
内
容
が
漏
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
部
計
画
局
統
計
課
企
画
情
報
係

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
１
４
３

　

例
年
、
雪
解
け
を
迎
え
る
と
、
自
転
車
を

利
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も
に
、
自
転

車
の
盗
難
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

〇
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら

　

守
る
た
め
に

　

・
自
転
車
に
は
、
備
付
け
錠
の
ほ
か
、
丈

夫
な
Ｕ
字
型
錠
な
ど
で
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を

し
て
盗
難
被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

〇
万
が
一
、
被
害
に
遭
っ
た
と
き
の
た
め
に

　

・
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
防
犯
登
録
を
す
る
と
、
防
犯
登
録
番
号

や
車
体
番
号
か
ら
持
ち
主
が
分
か
る
た

め
、
万
が
一
、
盗
難
被
害
に
遭
っ
た
場

合
で
も
、
被
害
回
復
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

・
防
犯
登
録
の
手
続
は
、
自
転
車
の
販
売

店
で
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
自
転
車
盗
難
防
止
の
基
本

　

・
わ
ず
か
な
時
間
の
駐
輪
で
も
ツ
ー
ロ
ッ

ク
！

　

・
自
宅
や
駐
輪
場
で
も
油
断
せ
ず
に
ツ
ー

ロ
ッ
ク
！

　

・
防
犯
登
録
は
忘
れ
ず
に
！

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
警
察
本
部

☎
０
１
１

－

２
５
１

－

０
１
１
０
（
代
表
）

　

村
内
各
体
育
施
設
は
以
下
の
日
よ
り
利
用

が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
十
分
に
講
じ
た

う
え
で
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

１
．
４
月
29
日
か
ら
利
用
可
能

　

①
鶴
居
村
営
野
球
場
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②
鶴
居
村
多
目
的
運
動
広
場
（
サ
ッ
カ
ー

　
　

場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

　

③
鶴
居
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

２
．
５
月
６
日
か
ら
利
用
可
能

　

④
幌
呂
農
村
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

３
．
利
用
可
能
時
期
未
定

　

⑤
つ
る
い
キ
ャ
ン
プ
場

　

⑥
鶴
居
村
民
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

①
・
②
・
④
・
⑤

　

村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
０
５
０

　

③

　

株
式
会
社
鶴
居
村
振
興
公
社

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
８
４
０

　

⑥

　

役
場
産
業
振
興
課
林
政
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
４

　

農
地
法
及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
基

づ
き
令
和
２
年
度
の
賃
借
料
水
準
を
提
供
し

ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
４
名
が
村
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
国
の
「
地
域

お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り

派
遣
職
員
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

〇畑・採草放牧地　　単位：円（10a当たり）

地域名 平均額 最高額 最低額 筆数

雪裡地区 2,300 5,000 500 130

幌呂地区 2,200 3,400 1,600 42

久著呂地区 2,300 4,000 1,000 63

保健福祉課
福祉係

議会事務局
書記

教育委員会管理課
総務係兼
学校教育係

保健福祉課
保育士

産業振興課
課長補佐兼
商工観光係長
（JALサービス

㈱派遣）

 凍原社４月句
（俳句）

ミ
ヤ
ノ

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

芽
吹
き
て
は
淡
き
色
な
り
雑
木
山

新
し
き
句
友
迎
へ
し
木
の
芽
時

芽
ぶ
く
と
き
新
し
き
こ
と
い
ざ
ま
い
る

下
枝
を
そ
っ
と
手
元
に
桜
の
芽

木
の
芽
硬
し
林
は
未
だ
風
の
道

木
の
芽
雨
大
地
う
な
が
す
薄
緑

庭
に
立
つ
芽
吹
く
花
々
待
ち
ど
う
し

３歳児歯科表彰

下幌呂　

　畠
はたけやま

山　蒼
あお

 くん

鶴居市街　

　志
しむら

村　季
き さ

紗 ちゃん

鶴居市街　

　落
おちあい

合　悠
はるき

貴 くん

令和３年４月に
行われた３歳児
健診で「虫歯の
ない子」として
表彰されたお子
さんです。



新刊案内 鶴居村図書館だより

紹介している本は4/28（水）から利用できます。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……５月５月の休館日は5/25（火）です。の休館日は5/25（火）です。
●貸し出し…… 【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
 （CD3点、VTR2点、DVD１点まで）

新型コロナウイルス感染予防のため、図書

館・ふるさと情報館をご利用の方は手洗い

や消毒、マスク着用等のご協力をお願いい

たします。また、発熱がある等、体調不良

の方はご利用をお控えいただきますようお

願いいたします。

こころの散歩 168時間の奇跡

ひかる石のおはなし なんでもない

スローライフミルク研究会　編
　材料はノンホモ・低温殺
菌牛乳と酢と塩だけ、乳酸
菌もレンネットも不要。台
所で簡単にできるチーズ作
りを、この製法を発見した
酪農家のお母さんたちが解
説。チーズと副産物ホエー
を使った料理も紹介します。

新堂冬樹　著
　沢口涼也は運営する保護
犬施設で心身傷ついた犬た
ちを癒やし、里親が現れる
のを待つ毎日。犬の幸せを
願う涼也は里親希望者の見
極めに慎重で…。犬と人間
との共生が抱える闇と光を
描く。

小手鞠るい　作
酒井以　絵

　学校からの帰り道に見つ
けた「ともだち」。ことばを
失った少年・楓は、ふしぎ
な石の秘密に触れて、色あ
せない命の輝きに気づき…。
悲しみと再生を描いた、ひ
かる石の物語。

鈴木のりたけ　作
　カラスが黒くてつまらな
そう? のろまなカメはいや
だって? 一日中、太陽の届
かない土の中にいるモグラ
はかわいそう? そんなの、
なんでもない。実はね…。
どうぶつたちの自慢をユー
モラスに描く。

五木寛之　著
　激変の時代に流されるで
もなく、あらがうでもなく。
わが日日是好日-。ユーモア
とペーソスを杖に歩み続け
る作家・五木寛之の回想と
告白。

成見堂出版編集部　編
　新体操、近代五種、ラグ
ビー、カーリングなど、メ
ジャースポーツからいま注
目の競技まで、人気の68競
技の基本ルール、競技場や
歴史、見どころなどを、写
真やカラー図版を使って徹
底解説。パラスポーツの種
目も掲載する。

酪農かあさんが教える台所チーズ 図解でわかりやすい！スポーツ観戦を楽しむ本
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今月号の表紙

日時：５月８日（土）　8：30～
75歳以上新型コロナワクチン集団接種
場所：総合センター多目的ホール
――――――――――――――――――
日時：５月９日（日）　9：00～
75歳以上新型コロナワクチン集団接種
場所：幌呂農村環境改善センター
――――――――――――――――――
日時：５月 12 日（水）　13：30～
自治会長・農事組合長会議
場所：総合センター多目的ホール
――――――――――――――――――
日時：５月 12 日（水）　15：00～
鶴居村自治会連合会総会
場所：総合センター多目的ホール
――――――――――――――――――
日時：５月 15 日（土）　9：00～
「ポイ捨てシャットアウト」一斉清掃
場所：道々沿い他
――――――――――――――――――
日時：５月 16 日（日）　 8：30～
春季村民ゴルフ大会
場所：釧路風林カントリークラブ
――――――――――――――――――
日時：５月 18 日（火）　9：00～
すずらん無料法律相談
場所：役場２階第一・二会議室
――――――――――――――――――
日時：５月 27 日（木）14：30～
「交通事故死ゼロの日連続 2000日達成
記念」交通安全村民大会
場所：総合センター多目的ホール
――――――――――――――――――
日時：５月 29 日（土）　8：30～
75歳以上新型コロナワクチン集団接種
場所：総合センター多目的ホール
――――――――――――――――――
日時：５月 30 日（日）　9：00～
75歳以上新型コロナワクチン集団接種
場所：幌呂農村環境改善センター

寄　付
地域振興および地域福祉等に関する事業の
ために
　鶴居市街　大山　尚良　様

現金３００, ０００円

※本寄付は村に昨年 12 月にいただいており
ます。

ふるさと納税（３月分）　
　190 件　2,045,000 円

編集後記
　春の陽気を心地よく感じほのぼのとした

季節がきたと思えば、冬を忘れるなと言わ

んばかりの冷たい風が時折肌を刺す５月

は北海道ならでは光景ですね。時には雪

がちらつくこともあるくらいですので、まだ

まだ油断は出来ませんね。

　そんなときこそ５月ならではの柏餅を食

べて乗り切りましょう（F）

鶴居保育園で執り行われた卒園式と入園式の写真です。
卒園式では13名が小学校へ巣立ちとなり、入園した20
名が新たに保育園の仲間となりました。

５月のイベント

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より状況提供）
令和 3年 1月からの発生件数

人身事故０件／物件事故 16 件
令和 3年 3月中の発生件数

人身事故０件／物件事故７件
死亡事故ゼロの日　1,962 日

（３月末現在）

地域おこし協力隊の活動はこちらから

フェイスブックツイッター

インスタグラム ユーチューブ


